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全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

　
　
　
　
　
　
仙
台
・
宮
城
が
開
催

「
結ゆ

い

―
感
謝
そ
し
て
未
来
へ
」
に
は
、

震
災
時
、
人
命
救
助
の
最
前
線
に
駆
け

付
け
た
全
国
各
地
の
消
防
隊
員
を
は
じ

め
と
す
る
、
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援

に
対
す
る
感
謝
と
、
未
来
を
切
り
開
く

仙
台
・
宮
城
の
姿
を
発
信
す
る
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
「
陸
上
の
部
」
と
「
水
上
の

部
」
に
分
か
れ
、
各
８
種
目
を
実
施
。

ロ
ー
プ
を
渡
り
隣
の
建
物
へ
救
出
に
向

か
う
訓
練
や
、
数
人
で
連
携
し
溺
れ
て

い
る
人
を
救
助
す
る
訓
練
な
ど
、
的
確

で
迅
速
な
技
術
を
競
い
ま
し
た
。
全
国

各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
約
１
０
０

０
人
の
隊
員
が
、
日
頃
か
ら
鍛
え
た
救

助
技
術
を
披
露
。
仙
台
市
消
防
局
か
ら

は
49
人
が
参
加
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ

れ
る
動
き
で
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
隣
接
す
る
会
場
で
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー

活
動
等
の
体
験
や
震
災
時
の
状
況
を
学

ぶ
ブ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
約
２
万
１
千

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
８
月
23
日
、
全
国
各
地
の
消
防
隊
員

が
救
助
技
術
を
競
う
「
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会　
仙
台
・
宮
城
」
が
利
府
町

の
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
宮
城
県
総
合
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
種

目
を
通
じ
て
、
隊
員
の
救
助
技
術
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
隊
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
46
回
目
を
数
え
る

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
後
初
め
て
東

北
地
方
で
開
催
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

　
市
営
バ
ス
開
業
75
周
年
と
地
下
鉄
開

業
30
周
年
を
記
念
し
、
９
月
３
日
に
荒
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市
営
バ
ス
75
周
年
・
地

下
鉄
30
周
年
記
念
―
バ

ス
・
ち
か
祭
り
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行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
ま
す

▲お絵かきバスには、たくさんの個性豊か
なイラストや文字が描かれました

　
恐
竜
わ
ら
ア
ー
ト
の
展
示
が
、
今
年

も
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
杜
で

始
ま
り
ま
し
た
。
12
月
３
日
ま
で
、
全

５
体
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
わ
ら
ア
ー
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
若
林
区
内
の
農
地
で
栽
培
さ

れ
た
稲
わ
ら
を
使
用
し
、
震
災
復
興
の

象
徴
と
し
て
、
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は

実
行
委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

学
生
が
中
心
と
な
っ
た
ほ
か
、
わ
ら
付

け
作
業
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
全
長
４
メ
ー

ト
ル
の
ブ
ロ
ン
ト
サ
ウ
ル
ス
が
初
登
場
。

毎
年
人
気
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
や
ト

リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

た
「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
２
０
１

６
」（
計
画
期
間‖

平
成
28
年
度
～
33

年
度
当
初
）
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
を

推
進
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
当
初
ま

で
の
実
績
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
計
画
に
掲
げ
る
49
の
項
目
に
よ
る
効

果
額
は
、
平
成
29
年
度
当
初
時
点
で
約

62
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
行
財
政
運
営
の
一
層
の
効

率
化
と
適
正
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〈
主
な
取
り
組
み
〉

■
将
来
を
見
据
え
た
攻
め
の
行
財
政
運

営市
有
建
築
物
等
の
長
寿
命
化
等
の
取
り

組
み
の
推
進　

■
市
民
と
と
も
に
行
う
ま
ち
づ
く
り

「
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
２
０

１
６
」
の
策
定

■
職
員
の
力
を
最
大
限
生
か
し
た
市
政

運
営

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
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迫
力
満
点
の
恐
竜
わ
ら

ア
ー
ト
を
展
示
し
て
い

ま
す

井
車
両
基
地
で
「
バ
ス
・
ち
か
祭
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
荒
井
駅
周
辺
で
、
フ
ー
ド

コ
ー
ト
や
、
手
作
り
品
を
販
売
す
る

「
荒
井
な
な
い
ろ
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
、

７
カ
所
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
ち
巡
り
す
る

「
あ
ら
フ
ェ
ス
２
０
１
７
」
が
あ
り
、

バ
ス
・
ち
か
祭
り
も
そ
の
ス
ポ
ッ
ト
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
は

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
荒
井
車
両
基
地

内
の
施
設
の
見
学
を
は
じ
め
、
東
西
線

車
両
の
運
転
席
へ
の
試
乗
体
験
、
本
物

同
様
に
石
炭
で
走
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
多
く
の
親
子
連

れ
な
ど
が
訪
れ
、
行
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
バ
ス
の
側
面
を
白
く
塗
装
し
、

キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
る
お
絵
か
き
バ

ス
も
開
催
。
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
、

思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
お
絵
か
き
バ
ス
は
、
本
年
度

末
ま
で
市
内
を
運
行
す
る
予
定
で
す
。

▲ブロントサウルスの特徴である、巨大な
体と長い首が見事に再現されています

◎「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
２
０
１

６
」
の
平
成
29
年
度
当
初
ま
で
の
実
績

は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
政
情
報
セ

ン
タ
ー
、
宮
城
野
区
・
若
林
区
・
太
白

区
情
報
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

「
震
災
と
言
葉
」

「
つ
な
み
」

５
年
後
の
子
ど
も
た
ち
の
作
文
集森健／企画･取材･構成

文藝春秋 刊

※
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

あ
の
日
か
ら
の
言
葉
の
在あ
り
か処

東
北
大
学
出
版
会
事
務
局
長　

小
林　

直
之　

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1

　
仙
台
在
住
の
作
家
・
佐
伯
一か

ず

麦み

さ

ん
が
、
あ
の
地
震
と
津
波
か
ら
約
１

年
後
、
大
学
の
公
開
講
義
で
お
話
し

さ
れ
た
内
容
を
再
録
し
た
本
で
す
。

　
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
の
は
、
言
葉

の
役
割
。
震
災
直
後
の
「
言
葉
の
真

空
状
態
」
の
後
、
言
葉
は
、
あ
る
人

に
は
日
常
を
取
り
戻
す
手
掛
か
り
と

な
り
、
ま
た
あ
る
人
に
は
遺
言
に
な

っ
た
。
震
災
は
、
そ
ん
な
言
葉
の
姿

を
捉
え
直
す
契
機
に
な
っ
た
と
佐
伯

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
悲
劇

に
直
面
し
、
復
興
と
と
も
に
成
長
し

て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
言
葉
を
持
つ

と
き
、
そ
こ
に
文
学
が
生
ま
れ
る
と

期
待
し
ま
す
。

　
薄
く
て
小
さ
な
本
で
す
が
、
言
葉

を
通
し
て
震
災
を
思
い
出
し
、
見
つ

め
直
す
、
そ
の
手
助
け
を
し
て
く
れ

る
よ
う
な
一
冊
で
す
。

　
あ
の
年
の
夏
に
刊
行
さ
れ
た
「
つ

な
み　
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
作

文
集
」（
文
藝
春
秋
）
で
作
文
を
書
い

た
子
ど
も
た
ち
が
、
５
年
後
に
再
び

書
い
た
作
文
集
で
す
。

　
５
年
前
の
作
文
に
は
書
け
な
か
っ

た
こ
と
、
５
年
後
の
作
文
だ
か
ら
書

け
る
こ
と
。
行
き
先
の
な
か
っ
た
多

く
の
言
葉
が
、
つ
ら
く
切
な
く
、
ま

た
力
強
く
頼
も
し
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
彼
ら
、
彼

女
ら
に
し
か
語
れ
な
い
言
葉
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
切
な
く
、
頼
も
し
く
、

読
む
側
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
あ
た
り
ま
え
の
日
々
に
、『
あ
り

が
と
う
』」。
復
興
と
と
も
に
成
長
し

て
い
く
（
か
つ
て
の
）
子
ど
も
た
ち

の
作
文
は
、
こ
の
地
で
長
く
読
み
継

が
れ
る
べ
き
力
を
持
つ
、
た
く
さ
ん

の
言
葉
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
5
日
間
、

和
牛
の
日
本
一
を
決
定
す
る
「
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
の
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
（
種
牛

の
部
）
と
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場

（
肉
牛
の
部
）
で
は
、
約
41
万
７
千
人

が
和
牛
の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
５
年
に

１
度
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
集
め
て
、

そ
の
優
秀
性
を
競
い
合
う
品
評
会
で
す
。

体
型
の
良
さ
な
ど
、
改
良
成
果
を
審
査

す
る
種
牛
の
部
と
、
枝
肉
の
状
態
で
肉

質
を
審
査
す
る
肉
牛
の
部
に
、
合
わ
せ

て
約
５
０
０
頭
の
和
牛
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
宮
城
県
勢
は
、
県
勢
初
の
首
席

を
獲
得
す
る
な
ど
、
９
つ
の
出
品
区
の

う
ち
、
８
つ
で
入
賞
。
道
府
県
別
の
団

体
表
彰
で
も
過
去
最
高
の
４
位
に
輝
き

ま
し
た
。

▲審査会場には日本一の牛を見に、多くの
観客が詰め掛けました
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和
牛
の
祭
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

佐伯一麦／著
岩波書店 刊


